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毎月一回各家庭に配布

戸　籍　短　信

ことし4月1日から．法の改正によ・り、出生・死亡の届出
地机、ままでの事故発生地から、本籍地、所在地、事件発
生壷のどこでもよいようになり‘ました。

☆璃莞＿通。その他二通
これ以外の戸籍届出はいままでどおりです。
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町
内
交
通
事
故
多
発
地
帯

年
々
激
増
す
る
交
通
災
害

昨
年
だ
け
で
全
国
で
七
十
二
万
八
百
八
十
九
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、
一

万
六
千
二
百
五
十
七
人
が
死
亡
、
九
十
六
万
七
千
人
が
け
が
を
し
ま
し
た
。

事
故
の
後
遺
症
で
あ
と
あ
と
ま
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
も
多
く
、
こ
の
こ
と

が
社
会
問
題
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
よ
く
ど
存
知
の
と
お
り
で

す
。こ
の
交
通
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
の
は
水
巻
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

人
・昨
年
四
月
か
ら
こ
と
し
の
三
月
ま
で
の
一
年
間
に
、
水
巻
町
内
で
発
生
し
た

事
故
は
八
十
二
件
、
四
人
が
死
亡
、
八
十
七
人
が
重
軽
傷
を
受
け
て
い
ま
す
。

水
巻
町
で
は
ど
こ
が
危
険
地
帯
な
の
で
し
ょ
う
か
。
嘉
川
を
み
て
く
だ
さ

い
。事
故
多
発
地
点
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
は
、
頓
未
小
学
枚
東
門
前
交
差
点
、
水
巻
駅

か
ら
す
ぐ
の
交
差
点
、
水
巻
橋
か
ら
水
華
甲
学
校
枚
会
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
三
点
は
全
部
国
華
二
号
線
上
に
あ
り
、
国
道
三
号
線
は
こ
の
三
地
点
を

の
ぞ
く
他
の
地
点
で
も
聖
ハ
件
の
事
故
が
お
き
て
お
り
、
会
事
故
中
の
四
土
ハ

パ
ー
セ
ン
ト
が
、
遠
賀
川
橋
か
ら
頃
末
ま
で
の
間
に
お
き
て
お
り
、
全
線
が
事

故
多
発
地
帯
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
．
し
、
国
道
三
号
線
で
の
事
故
は
道
路
の
性
質
上
他
町
か
ら
の
通
過
車

同
士
の
事
故
が
多
く
、
水
嶺
町
民
が
直
接
事
故
に
あ
っ
て
い
る
の
は
、
む
し

ろ
頃
未
か
ら
立
屋
敷
ま
で
の
町
道
（
旧
国
道
）
、
三
ッ
頚
か
ら
頃
末
を
通
り

大
膳
橋
ま
で
の
県
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
遠
賀
信
用
金
庫
か
ら
山
ノ
神
ま
で
、
宮
田
バ
ス
停
付
近
な
ど
で

は
歩
行
者
の
事
故
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
事
故
の
原
因
は
、
路
上
へ
の
と
び
出
し
、
横
断
歩
道
外
の
道
路
横

断
、
歩
行
者
の
左
側
通
行
が
大
部
分
を
し
め
て
い
ま
す
。
特
に
幼
児
の
路
上

へ
の
と
び
出
し
は
直
接
事
故
に
緒
び
つ
い
て
い
ま
す
。
保
護
者
は
じ
ゅ
う
ぶ

ん
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
事
故
に
あ
わ
れ
た
人
で
交
通
共
済
に
加
入
し
て
い
る
人
は
一

人
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

町
民
の
方
で
交
通
共
済
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
末

で
千
二
百
五
十
一
人
で
、
町
民
全
体
か
ら
見
て
み
ま
す
と
、
約
二
十
二
人
に

一
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
共
済
に
加
入
し
て
不
慮
の
で
き
ご
と
に
対
処
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。交
通
共
済
に
加
入
し
た
い
人
、
内
容
を
知
り
た
い
人
は
役
場
行
政
係
ま
で

ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

右
上
…
樋
口
バ
ス
停
付
近

右
下
…
事
故
件
数
十
六
、
頃
末

中
東
門
前
交
差
点

左
上
…
こ
ど
も
の
と
び
出
し
が

多
い
梅
ノ
木
バ
ス
停
付

近

左
下
…
水
巻
駅
近
く
の
交
差
点

「
青
年
の
船
」

一
般
団
員
募
集

☆
期
間
　
昭
和
四
十
六
年
二
月
⊥
ニ
月

下
旬
ま
で
、
東
南
ア
ジ
ア
へ

☆
資
格
　
満
二
十
才
～
二
十
六
才
未
満

の
男
女

☆
費
用
一
人
五
万
円

☆
申
込
期
日
及
び
申
込
先

昭
和
四
十
五
年
六
月
十
五
日

ま
で
に
町
教
育
委
員
会
へ

☆
聞
合
せ
先
　
町
教
育
葺
会
事
務
局

土
地
台
帳
面

の
み
の
田
畑
は

必
ず
地
目
変
更
を

土
地
台
帳
面
が
田
や
畑
に
な
っ
て
い

て
、
昭
和
二
＋
二
年
十
一
月
二
十
一
日

以
前
か
ら
現
況
が
、
田
畑
以
外
の
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
を
お
も
ち
の
人
は
、

六
月
三
十
日
ま
で
に
町
農
業
葺
会
事

務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
町
葺
会
事
務
局

（
六
九
1
1
9
ハ
三
こ

いつものなれたとお，りでも

正しく歩いて正しく横断

水巻町交通事故発生地点（44．4－45．3）

1
ｉ 事 故発 生地 車

事　 故　 イ年　 数 ．申

事　 故

坪　 数

宗品 ・

した率
故

歩行者
の関係
した事
故
死亡者 重傷者 軽傷密

合　　　　　　　　 計 件
32
1升 誹 人

4
人
2亭．・．

人
64

国道三 号線 ． 38 5 ， 5 ・2 ・ 15 33

・頃宋小 学 校東 門前 交差 点 16 ．1 0 1 5 15

日舞石 油餉 交差 点 ｒ　9 1 2 1 8 9

遠賀 川橋 手前 新 旧国道 交差 点 ． 3 2 0 0 0 3

水巻 橋 か ら．水 巻 中学校 まで 7 0 2 0 1 5

日男 石 油前交差 点か ら相 光石油 まで 3 1 1 0 1 ‾ 1

町道 頃宋 一立屋 敷線 （旧国道） 8

2

，1

1

1

0

0

．9

・1

0

3

0
ど・‘‡ｌ．・水巻 派 出柵 か ら役場 肝 まで

．噴泉小 学 吼 即 欄 「 2 0 0 0 子 －1

県．道水 巻 一 中間線 との交 主 点 3 0 ．1 0 0 ’ 2

伊豆神 社 前か ら速 即 Ｉ橋 ま で 1 0 0 0 0 0・・

県 道水 巻 一芦屋線 15 4 7 2 6 7

・古賀 区社 宅荷横 －・ 2 0 1 1 0 1

∵ 痛打 木 バ ス停付 近 4 0 1 ．0 ．1 ・ 1

・埴 賀信 用金 庫 か．ら山 ノ神 まで 7 3 4 1 4 4

・ニ・新 生街 入 口 バネ停付 近 1 1 0 0 1 ’．0

・∴樋 口バ ネ停 付近 ． 1 0 1 0 ・ 0 1

鼎通 水巻 一 串間線 Ｉ亘 ・． 2 7 ・0 1 20

「 ・頃宋 野 上歯 科前 か ら鯉 口 まで ｊ　3 0 Ｉ ． 0 0 5．

．鯉 ロ バ．ス偉 付近 4° 0 1 0 ・ 0 5

青 田 ！ヾ ス停付 近 ．　　　　　　 、 6 0 3 0 1 5

南 中学校 横 6 2 2 0 0 5

そ．　　 の ．　　 他 2 0 1 0 0 1



（2）

ｌ

水　　　巻　　　　　　第263号1広昭和45年5月20日

七
月
分
か
ら
四
′
百
五
・
十
円
に

け
・
．
ム
▼

国
〓
民
年
金
の
保
険
料

胡
る
く
正
し
い
選
挙

宣
伝
ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

国
民
年
金
の
保
険
料
が
七
月
分
か
ら
被
保
険

者
一
人
に
つ
き
四
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。

年
金
額
は
物
価
水
準
な
ど
に
合
わ
せ
て
引
き

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
老
命
年
金
の
二
十
五
年
納
付
者
に
つ

い
て
は
、
表
川
を
参
照
し
・
て
く
だ
さ
い
。

（表 1 ）

国 民 年 金 給 付 額

当　 初
月　　 額 年　　 額

2，000 24，000

第 1 回
月　　 額 年　　 賦

改　 正
5，000 60，000

今 回の
月　　 額 年　　 額

改　 正
8，000 、 96，000

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
た
の
し
い

も
の
と
す
る
に
は
、
政
治
を
り
っ
ば
な

も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
き
れ
い
な
政
治
が
行
な
わ

れ
る
に
は
、
選
挙
が
明
る
く
正
し
く
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
心
身
と
も
に
清
く
正
し
い

保
険
料
の
納
付
期
限
は
表
留
と
お
　
毎
月
ご
と
納
め
る
こ
と
も
出
来
ま
す
全
国
の
児
雲
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
明

り
で
す
。
期
限
ま
で
に
完
納
し
て
く
だ
し
、
前
納
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

さ
い
。

る
く
正
し
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
る
う

す
す
め
る
こ
と
裏
わ
す
も

の
。

☆
応
募
資
格小
学
校
児
琴
中
学
校
、
高

等
学
校
生
徒
（
一
人
一
点
自

作
の
も
の
に
か
ぎ
り
ま
す
）

☆
募
集
期
間五
月
十
五
日
か
ら
九
月
五
日

′
　
ま
で

え
に
役
立
つ
ポ
ス
タ
ー
を
か
い
て
も
ら
☆
締
切
日
と
提
出
先

（・表 2）

十 七 四
国月 月 月 月

．～ ！
十
Ｉ ～ 民

．－・・・－ 九 六 年

金

は は ・は は 保

険

料四 翌 十 七
月 年 ・月 月 の

．納
宋 の ま ，ま

で で
で 月
ま

．で

期

限

い
た
．
い
の
で
す
。

☆
内
容
　
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
お
し

九
月
五
日
ま
で
に
町
葦
哲

理
委
員
会
事
務
局
（
役
場
総

．
務
辣
）

☆
色
と
大
き
さ
色
彩
は
自
由
、
大
き
さ
は
四

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
五

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら

五
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

☆
そ
の
他の
作
品
の
う
ら
右
下
に
都
道

、
府
県
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
を
必

ず
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

㈹
応
募
作
晶
は
返
し
ま
せ
ん
。

㈲
入
賞
作
品
は
自
由
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
家
公
務
員

採
用
初
級
試
験

・
（
税
務
職
）

●
受
験
資
格

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭

・
和
二
十
八
方
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
手

●
申
意
間
と
申
込
先

昭
和
四
十
五
璧
ハ
月
二
十
日
か
ら

セ
月
三
日
ま
で
に
、
希
望
す
る
受

験
地
区
の
人
事
院
地
方
事
務
局
へ

●
問
い
合
わ
せ
先

若
松
税
務
署

学
監
給
食
調
理
員

採
用
に
つ
い
て

▲
募
集
人
員
一
名
（
町
職
鼻
）

●
申
込
期
日
　
昭
和
四
十
五
璧
ハ
月
十

日
ま
で

●
申
込
先
及
び
必
要
者
類

水
巻
町
教
一
芸
貴
会
事

務
局
、
履
歴
啓
一
通

☆
採
用
に
あ
た
っ
て
は
簡
単
な
拭
験
と

面
接
を
行
な
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

水
巻
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
雲
堅
ハ
九
⊥
〕
四
〇
三
）

ハ
虻
後
な
ん
ら
か
の
理
由
で
一
回
も

．
九
で
な
い
幼
児

二
、
日
時
及
び
場
所

投
与
月
日
　
五
月
二
十
七
日

時
間
十
四
時
か
ら
十
Ｋ
時
ま
で

場
　
所
町
民
会
館

三
へ
料
金
　
無
料

婆
そ
の
他
投
与
に
つ
い
て
必
配
の

あ
る
方
は
事
酌
に
医
師
に
相
談
し
て

き
て
下
さ
い
。

粟
母
子
草
癖
を
こ
持
参
下
さ
い
。

。
保
険
料
の
免
除
が
あ
り
ま
す

好
成
績
の

保
険
料
納
付
率

早
く
主
首
を
迎
え
た
国
民
年
金

は
、
来
年
度
か
ら
老
令
年
金
の
支
給
か

開
始
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
人

は
、
い
ま
か
ら
で
も
遠
く
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
す
ぐ
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
人
の
た
め
で
は
な
く
あ
な
た
の

た
め
で
す
。

四
十
四
年
度
は
当
町
は
じ
ま
っ
て
以

来
の
最
高
の
納
付
率
（
九
士
ハ
・
一
パ

ー
セ
ン
ト
）
を
記
録
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
み
な
ざ
ま
方
の
深

い
ど
理
解
が
、
こ
の
よ
う
な
好
成
績
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な

い
人
に
は
次
の
よ
う
な
免
除
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。
（
強
制
加
入
の
み
）

☆
法
的
免
除
　
生
括
保
護
者

☆
申
請
免
除
　
所
得
が
な
い
と
告
。
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
薯
し
く
困
難
で
あ
る

と
隠
め
ら
れ
た
と
き
。

㊥
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
、
婚

姻
さ
れ
た
人
た
ち
で
住
所
変
更
や
氏
名

変
更
を
い
ま
だ
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
国
民
年
金
手
帳
と
印
鯖
を
持
っ
て

住
民
課
瘍
符
で
変
更
亭
親
善
を
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
こ
と
で
分
ら
な
い
事
や

不
審
な
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
国
屈
辱
金

係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ム優勝

町社会人野球大会

このイ憂勝で球友チームは三度

目の栄冠をかちえました。

最高殊勲選手には球友チーム

の佐藤投手、敢斗賞には役場チ

ームの盛田外野手がそれぞれ選

ばれました。

（優勝した球友チーム）

球友デー

町内14チームが参加、4月19
日から開催されていた第5回町
長旗争奪水巻町社会人野球大会
は、5月5日高松球場において
決勝戦が役場チームと球友チー
ムとの間で争われ、12対0で球
友チームが優勝しました。

水
巻
町
青
年
団
体
協
議
会

団
旗
図
案
募
集
に
つ
い
て

こ
の
会
は
町
内
の
青
年
で
組
織
さ
れ
☆
応
募
期
日

．
て
お
り
、
箇
互
い
の
考
え
と
経
験
を
交
☆
鍵
出
先

流
し
あ
っ
て
、
お
互
い
の
生
樽
を
た
か

め
よ
う
と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
☆
発
表

す
。町
内
の
背
年
で
あ
れ
ば
椎
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
に
、
水
巻
町
青
年

団
体
協
機
会
の
あ
り
か
た
を
知
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
所
動
を
底
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
役
立
つ
図
案
を
書
い
て
も
ら

い
た
い
の
で
す
。

☆
内
容
「
若
さ
と
友
情
」
老
し
た

も
の

☆
そ
の
他

六
月
十
日
ま
で

水
巻
町
教
育
委
員
会
事
務

局発
表
は
賞
品
発
送
を
も
っ

て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
菌

ま
す
。

例
作
品
の
う
ら
右
下
に
住

所
、
氏
名
重
言
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

㈹
応
募
作
晶
は
返
し
ま
せ

ん
。

個
人
賞
作
品
は
自
由
に
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

楽
し
い
社
会
は

も
め
ご
と
の
解
消
か
ら

．
閂
宅
地
や
建
物
の
問
題

日
貨
、
借
り
、
売
掛
け
の
こ
と

な
ど
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い

Ｉ－＝－．■一日．．一一日．．－

五
年
年
金
の
加
入
申
し

込
み
の
期
限
は
六
月
三

十
日
ま
で

皆
さ
ん
／

皆
さ
ん
は
ど
家
庭
や

お
仕
事
の
う
え
の
こ
と

で
現
在
困
っ
た
り
、
悩

ん
だ
り
し
て
い
る
こ
と
・

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

た
と
え
ば

Ｈ
家
庭
の
い
ざ
こ
ざ

次
の
と
お
り
無
料
で
礪
停
相
談
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
遠
慮

な
く
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
昭
和
四
十
五

簡
易
保
険
第
九
回
全
国
児
童
生
徒
．

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

無
料
・
調
停
相
談
会
開
催

六

月

六

日

町

民

会

館

で

て
、
こ
れ
を
解
決
す
る
の
に
も
っ
と
場
顔

も
よ
い
方
法
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
出
席
者

よ
い
の
か
…
…

年
六
月
六
日

午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時

ま
で

水
巻
町
民
会
館

折
尾
蠣
停
協
会
視
停
委
員

折
尾
簡
畠
朝
型
研
係
員

●
応
募
資
格

小
学
校
五
年
望
以
上
と
中
学
生

●
辞
領
の
「
簡
易
保
険
」
ま
た
は
こ
れ
に
関

係
あ
る
も
の
。

㈹
自
由
題
と
し
、
長
さ
は
四
百
字
づ

め
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

●
締
切
日

昭
和
四
十
五
年
六
月
三
十
日

●
問
い
合
わ
せ
先

各
学
校
ま
た
は
折
尾
郵
便
局
保
険

株町
づ
く
り
は

簡
易
保
険
か
ら

水
巻
町
で
は
、
昨
年
度
頃
末
小
学
校

改
築
工
事
、
頃
未
申
串
田
線
お
よ
び
溝

傭
人
机
線
遭
蕗
故
艮
工
革
、
宮
田
公
営

住
宅
建
設
単
票
な
ど
に
、
簡
易
保
険
の

積
立
金
か
ら
二
千
Ｋ
十
万
円
の
蟄
署

受
け
ま
し
た
。

今
年
度
も
吉
田
公
営
住
宅
建
投
工
事

そ
の
他
に
三
千
七
百
八
十
万
円
の
融
資

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

加
入
者
の
保
険
料
積
立
金
は
こ
の
よ

う
に
地
元
に
還
元
さ
れ
み
な
さ
ん
の
生

活
に
役
立
っ
て
い
ま
す
4

（
お
知
ら
せ
）

昭
和
四
十
五
年
春
期

生
ワ
ク
チ
ン
投
与
に

つ
い
て

小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め
経
口
生
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

す
。
該
当
す
る
赤
ち
ゃ
ん
は
洩
れ
な
い

よ
う
に
服
用
さ
せ
て
下
さ
い
。

ｌ
把

一
、
該
当
児

イ
磨
一
回
日
の
服
用
　
四
十
四
年
八

月
盲
か
ら
十
二
月
三
±
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

口
琴
面
目
の
服
用
　
四
十
四
年
十

月
に
第
一
回
目
を
の
ん
だ
も
の

日
本
脳
炎
予
防
注
射

実
施
の
お
知
ら
せ

日
本
脳
炎
の
予
防
注
射
は
今
年
も
昨

年
に
引
き
続
き
次
の
要
領
で
実
施
し
ま

す
の
で
会
員
洩
れ
な
く
受
け
て
下
さ

ヽ
ノ
°

．
．
Ｖ

己言

一
、
線
当
者

○
生
後
六
ケ
月
以
上
金
員

〇
二
回
注
射
を
受
け
る
人
1
生
後
始

め
て
受
け
る
人
と
昨
年
予
防
注
射

を
受
け
な
か
っ
た
人

〇
一
回
注
射
を
受
け
る
人
1
昨
年
注

▼
射
を
し
た
人

ｌ
「
料
金

イ
二
回
受
け
る
人
　
四
百
四
十
円

三
回
受
け
る
人
　
二
百
二
十
円

ハ
次
に
眩
当
す
る
人
は
無
料
で
す
か

ら
役
場
で
発
行
す
る
串
由
接
種
券

を
聾
不
し
て
注
射
を
受
け
て
下
さ

い
．
〇
生
活
保
撞
世
帯
（
轟
贈
カ
ー

・
ド
持
参
の
こ
と
）

○
非
課
税
の
人
及
び
そ
の
人
と
生

計
を
一
に
す
る
扶
養
親
族

○
町
県
民
税
が
均
等
割
以
下
の
人

及
び
そ
の
人
と
萱
ｌ
に
す

る
扶
養
親
族

三
、
蚕
間

五
月
二
十
五
日
か
旦
ハ
月
三
十
日
ま

で
、
時
間
は
冬
開
業
医
院
の
珍
揖
時

間
内
に
限
り
ま
す
。

四
、
注
意
事
項

イ
小
甲
学
生
、
保
登
肌
、
幼
稚
園
の

園
児
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
紋
で
無

料
で
接
種
を
行
な
い
ま
す
。

ロ
有
熱
患
者
病
気
そ
の
他
注
射
に
対

し
て
心
配
な
方
は
前
も
っ
て
医
師

の
相
愛
受
け
て
下
さ
い
針

ハ
母
嘉
を
持
参
し
て
下
さ
い
。


